
u.D.C. d2l.39d.9

d21.39る.d19.23

SEF-501型及びSEM-251型

150M⊂-FM 無 線 電 話 装 置

良 浜 良 二二* 佐々木 -一一 彦**

TypeSSEF-501andSEM-251150Mc-FM RadioTelephone

Equipment

By RyoziiNagahama and Kazuhil(O Sas=lki

Totsulくa WorlくS,Hitachi,l..td.

Abstract

Afterthe completio一一Of Types PML-111and PFL--111150MchFM radio telephone

equipments which were主ntroducedin thel)reViousissues(Nov･&Dec･Nos･,1951)

andhenceforthtaken rapidlyintowide serviee at GovernmentalofBces and private

companies as animportant means of communications,there
has been a marked

ilTlprOVementintllequalityofhome-madevacuumt･ubesandotherradiocomponents･

ln addition,150McbandFM radiotelephonesetshavecometo bein such alarge

demand at a rapid rate t一ユat the need for a moreimproved radiosethasbecome

hnperative.

With suchsituation of theindustry)n View,Iiitachirecently developedtwotypes

｡f radi｡SetSWhichare characterizedby compact size,low power consumption,high

T)erformanee,andotherirnprovedconstructionalfeatures･

These new radio sets,the one being Type SEFT50150W radio telephone for

fiⅩed station service,the other Type SEMrr25125W portable radio telephone,are

expected tofi11an active role extensivelyinmanyfieldsincluding police stations,

firedepartments,pOWerCOrnpanies､electric railways,preSSeS,harbourinstallationsI

etc.

速に増大L割当て通ぃ周波数が軸湊してくると共に､需

t二I｣∃緒

先に本誌上で発

150Mc-FM無線

言

曲(ヨ)した1)加ト111型､1)Fllll型

装置(∴以下P型と記す:ノほ､官公

11二､民間会計その他に於て重要な神経系統とLて大いに

活躍している｡､この装躍は製作開始当時入丁できる国

邦品のイt~搬性を考慮して､ 安 を可成り高く取って設

計製作されていて､比較的型状や電源消費が大きく改良

の余地を残していたが､その後国産頁賽管やその他の使

.‡i摘ミ品の品質向上は著しいものがあr)､父こゝ二､三年
叫掛ここの周波 帯の1TM無線機の需用ほ各方簡に急

H立製作所戸塚l二場

頻先の要求も次第に向上して､P_型の 拠していた】~主

安部市警察消防通信運営委員会-j制定の仕様苫に基づく

製作では構造的にも性能的にも不一F一一分となって瀬

た_.

最近のこれらの状勢を考慮して､P塑往こて示Lた性饉

ノ乞び安定性を:動こ向上し､且つ′｣-､型､軽量化及び′霞力消費

の軽減を計って 作されたのがこゝに発

潮間定用装置放びSEⅣト251型移動川

するSEF-501

置であって､庫

笹頭初神奈川県け等に納入し､その後引続き量産されつ

ゝある 以下その概要を紹介して大方詔賢の参考に_賢す

ることにする=
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｢H｣装 置 の 概 要

r り 概 要

二の装置ほ通fi_手周波数がP塑よリ5Ⅳ･Ic拡張さ′すした

1-i8～157Mc の水晶制御超短波周波数変調撫醸成調製

置で､装置を偶成する主要部分ほ次の通りであるJ

しa_〕 伝擦ユニット

(_lり 受信機ユニット

(二c｣移動J甘電源ユニット

(二d二)移軌哨外匡

しe二)移動用制御旨:圭(､移動ロトンドセット､スヒーカ

ト､ケーブル附属)

(二f二)移軌m室中線

(_g〕固定用電源ユニット

(~h二)固定用制御盤ユニット

(_iJ固定用外匡〔計才F吉盤附)

(jゝ)国定r~口司令制御器イスヒr力→L]戚､周･剥Jマ

イクロホン､受話㌍､ケーブル附罵二)

りく二)固定用益中線

り~J遠隔制御器

(二a二)〔b)〔c〕､(g)(h〕の各ユニツ1､はすべて新型搬送用

標 パネルに組立てられていてしd〕又は(i〕の 架に

装着される〕

移動局の構成は第1図の通りで､-一体となった装躍本

体を自動車等の移動体の任意のに掛こ納め､移動用制御

器及びその附属品により送受信機の起動停止､受信機の

音量､スケルチの調整､緊急呼机信号の送受､プレスト

←ク式通話等--一切の操作を 転席より行える〕

固■定局の構成ほ第2図の通りで装置本体ほJ東上自立型

の所謂ベイタイプとなっていて､制御盤ユニットのスイ

ッチ､ツマミ､電鍵一等を操作することによりな流入力電

源の開閉､電圧力調整及び自動中継方式の動作ができ､

又電鍵の位置の摂択によりベイ側か或は司令制御器側か

のどちらかに於て､送信機の起動停止､受信機の音量､

スケルチの調整､緊急呼声~日伝号の送受､ブレストーク式

通話が可能である｡葡計器盤面のメーターによって電源

電圧､送受信機各部の動作状態､送受信の通話レベル､

送信機出力が監視できる｡

この固定局用装置もP茸りと同様に遠隔制御器･`A=及

び"B"を接続することができ､0･5Inm市内電話線で

約201皿はなれたところから遠l緑制御が可麓である｡.

主要機器の寸法､重量は第l表､移動局用装置及び固

定局閉塞置の外観は第3図～第8図の通りである二

(▲2〕特 長

この装置は緒言にも述べたようにP型に比較して種々

の改革がなされているが∴｣三な改良点のみを挙げれば次

ハンドセ1ソト

第1図

Fig.1.

⊂m

＼L･バ.｢､

第2図

Fig.2.

SE九ト251型移動局接続系統図

Schematicl)iagram of Type SENト

251入′1()1)ile Statinn

/れ紺/†ソド
又1し抑⊥ノ芹､-ン

ホーン

SEF1501型固定局接続系統図

Schematic Diagram of Type SEF-

501Fixe(1Station

の通りである二

(二A:)構 造

i:､)移動局周として 備Lた場合､送､受†言機及び電

瀕ユニットが一つの匡休に装着されているのでまとまり
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第1一表 主 要 機 器 の 寸 法 重 量

Tablel.1)imensions;1nd WeiglltS Of MこIin

Col¶pOnentS

1321

矩

SEF-501型

固定用送受信装置
SEⅣト251型

移動用送受信装置
SCM-1型

移動用制御=器
SCF-1型

固定用司令制御

〔mln)

幅 l奥 行

600

200

320

450

442

1.,6nO

265

220

重 量

(烏g~〕

184

46

1.9

欝3図 SEM-251型移動局装置†

の外観(左から移動用討

御蓋､送受信機､スピ←

l;ig.3.Exterior ViewofType

SEMト251Mobile Sta-

tion Equjpment〔Mo-

bjleController,Transq

mitter-Receiver and

Spealierfromthel(､ft)

第4図 SEIJ-501型国定局‖送

受信装置の外観

Fif!.Ll.Exterior ViewofTyp2

SEF～501Fixed Station

Transmitter-Re(､eiver

Equipment

婿5図

Fig.5.

SEMト251型移動局用送受信装置の内面

InteriorViewofTypeSEM-251Mobile

Station Transmitter-ReceiヽTer Equ5p-

ment

策6図

1Tig.6.

SIミF→501型固定局用送受信装置の内面

TnteriolView of Type SIミF～501Fixe(l

Stnti()n TrrlnSmitter-Receiver】ミquip一

口ler】t

第7図

Fig.7.

＼ ぐ深

拶

だ療ぞ.?

紛喜《賢尺/
副や印凝

壷

SCM-1型移動局用制御器外

TypeSCM-1Mol〕ileStationController

如8図 SCト1型固定局用制御器外観図

Fig.8.Type SCF-1Fixed Station Controller

がよく､各ユニット相互間を結ぶケーブルの断線事故を

彷｣†二することができ､匡体ほ縦､横日由に移動体の任意

の場所に取付けられ､1)璧‡の場合に比して占有床`面積ほ

縦のとき約60%,横のとき約30%減少L､体積にて約

3∩%,蚕量では約20%小型軽量化されている｡
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ii)固定局用として

臼 二1:工 評 論

侍した場合､床上自立刑である

ため動作状態のまゝ表裏の点検が 簡単にでき保守が

容易であると共に､通風が良好で連繚怪聞による温度__l二

昇が少し㌧

iii)移動､固定局j~F]共に 躍本体巨体l勺に装着される

各ユニットは搬送用パネルを使用しているので､一日瀞機

等とのユニツ1､毎の_麦換が容易である=,

i､づ 移動､固定局用共に送､受信機ユニットは同一･の

ものを便関しているので､

行うのみにて移動､

備送､受信機として

両方に

圭.‡出力変吏の簡単な操作な

固定柑相互の美換が自由であり､十

､受信機が一台づつで移動､間謹
悶出来て保守 ト】

(′二B〕送信機回路

i)陸上移動専用の周波数鞘明他に淘陸移動共用､海

上移動専用周波数帯も考掛こ入れ逮㍍周波数捕が1∠1R～

157Mcに拡張されている｡

iり･-一般的にすべての回路が慎素に再検討されると共

に新しく開発された変調回路と周波数逓倍掛こ復合真室

背回路を使用することによりPチ頼こ化して真木背教が2

､使用部品数が30%,それぞれ減少しているので撮胡
が簡易となり保守も経済的となっている

iii)佐田真峯管品種が適正化され､且つ真冬管激が減

少されたので電源所要入力が減少して低圧､高圧ともに

消費電力が′｣､となっているL_ 即ちP動こ較べて低甘∴

圧共に約25%の減少となっている..

(ノC~)受イ‡一三機回路

i_)小間周波増幅段に独特な高性能の帯域濾遮翫を挿

入することにより通過帯域幅を減少させることなく､接

沢渡を格段に向上させていて､近接通信路の増加による

混信妨害の防止に備えている｡

ii)第1局部発振回路の逓倍数をP嬰拉こ比して半減し

たこと､及び高周波増幅回路にbigb C回路並びに同軸

共振器の集中使用を行い不用感度を極力低下させてい

る√J

iii_)スケルチ回路と低周波電力増幅管の電源回路とを

聞達させてあるので､待受時の高圧電源の消費

_∫捌こ比して約25%減少Lている｡

力がP

iv〕回路全般に亘りデカップリング用C,R,ノミイパス

同C等が有効適鋤こ使用されているので､P型匠比して

使用部品数が2P%減少し､取扱容易であり保守が経済

的である｡

尚Ⅲ力25Wの移動局とし使用した場合の6V入力帯

流は､待受時22A, 信時45A以下となり､Ⅰ)井りより

共約15%の減少となっている｡

本装置はこの他附属機器関係に就いても色々のしLl:善さ

れた点があるが､紙凝の都合で省略する⊂

第35 第9号

以下本装置の~盲二_体となっている.速い機と受信機とに就

い~て1説明する.､

i二ⅠIr′】送

第9図に回路構成を､

(:り 性能概数

信周波数

周波数偏差ニ

Cノ

d､)

e)

●

､

周波数避倍数:

搬送波H一与力:

倍 横

第10図に外観を示すし

(二〕内ほP型の概数をカミすく

1娼-157Mc(148～152〕

恒温相つき水晶発振器使用､周囲

隠匿-20⊂■C～50〇Cに於て偏差

0.005%以内r同~ぅ

24(1司)

50W,25W r同)

整合室井蘭インピーダンス:75J2同軸ケーブ

ルを介して達在波比2日下の負

荷.(二間二)

変割方式:リアクタンス管を使用Lた一一段

特殊位相変調による周波数変調

でⅠ.D.C.何路付(多段位相変調

による開披激変調でl･D･C･回路

付ノ

変調周波数:300-3,00作→(同′_)

最大周波数偏移:±151くC,変調周波数11くC迄

最大 係数±15ラヂアン(同_)

変調人力:-!0%変調で-10±3db(同~)

変調問渡数特件二 変調周波数11くC とL

て0.31くCで【10±3dl~1,3lくrで

-i-3曲♪丹=同~)

沖仰/アイ7

第9図1妻 信 磯 回

Fig.9.81(〕Clく1〕iagram

路 構 成 図

Of Transmitter

箪11j区ij去 信 機 外 観

Fig.1O.Ext(⊥rior View of TrこIr】Smitter
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1{)変調入力インピ←ダンス:4値(6nβ)

1〕最大占有摺域幅:451くC(同う

m〕二振幅変調含有率:1%以下(同)

n)変調 率= 全変調周波数に対して80%変許さ

時盃5%以下｢1nn%変調時10

%以下J

0~て)残存雅着変調= 変調周波凝1lくC80%変跡･こ

比して
--45dl-以下〔10n%変

謝こ比して -47dl)以下:〉

p〕不i巨編射廊度:希望送信波に対してh-6ndl一山

下〔同て)

q〕入力定格:

移動閉 低 拝1)･C･6V 6･5A(9■3A-_)

以下

第▲--･岳仕0.C･50(JV130InA

叉ほ 350V180mA

(500V200mA〕以下

第二高圧†)･C･250V140mA

(9n111A~二)以下

同産用 低 仕 A･C.6.3V6･2Aし9A}

リレr低仕1).C.6V O･3A(~n･3A)

第一･高上■十三Ⅰ)･C･5仰V2∩()mA

｢28n11ュA､)

1高圧Ⅰ).し.251IV150mA

(/110111A~)

(~2二)回路構成

この送信機も他のFⅣⅠ

うに発ま

信機と同様に､第9図のよ

部､周波数逓倍部､電力増幅部数びそ

の他の部分の6つの要素により構成されている.以下主

としてP刊に比較して特長のある点に競ぃで説明を伽A

る｡

(A〕変胡回路

P型に使用されていた∴重同調国路とリアクダンス甘

を用いた位相変調回路は先に本誌上(3)にて解析し一た王堅論

式によれば､150Mc 出力をこ於て15ラヂアンの位相変

調を与えた場合変調入力電圧に対してリアクタンス皆の

相互コンダクタンスの変化が直線的であるとすれば､第

2,第3高調波のみに就いで考えた時､綜合盃 は約1.6

%となり､量産された襲■品に就いても15ラヂアン変調

に対Lて歪率10%以下という規格に対してほ十分余裕

のある特性を示していた｡,この種 イニ_i厳に通常佼.Mさわ

ている二_二つの波の合成による位相変調方式誉(ニベクトル

合成に よる位相変

管とによる位相変

方式〕や単同調回路とリアクタンス

方式り)では､】-00%し1･5ラヂアン･〉

変調の理論的歪率は約10%であり､実用機では80%を

即ち12ラヂアン変調で歪率約10%を得~てし､る 本

擦の変調回路はP珊の2太を1本i･こ節約し､しかも_fi二伺

型150Mc-FM無線電話装置 1323

謂回路とリアクタンス管を用いる位相変調方式に於て､

同調回路の離調度と位相回転との関係の非直線性をリア

クタンス管回路の動作で補償し､綜合した変調特性を改

善したところの特殊位相変調回路を使用して､変調管1

本で12ラヂアン変 時盃率5%以下を得ている

(′B〕周波数逓倍回路

本機がP型に比して小型､軽量､且つ消費電力が小と

なったのは1-1棺打A~)項の他､周波数逓倍回路の改良に依

ることが大きい｡.P型の避倍回路の構成ほ 6SJ7GT一･-

6V6GT→807->2B29となっているが､本機は 6SN7

GT->6V6GTM>2E26として､復合管並びに比較的

消費の少い真峯管を 用している_ P型製作当時は国産

2Ⅰミ26の信頓性が極めて低く､本機のような真宗管の汚己

列を行い得なかったが､その後国産の2E26が

改善されると同時に､この真宗管を75Mc 附近で励振

するに足りる逓倍回路6SN7GT->6V6GTの配列に

間して詳細に検討された 晶
キメ
電 〕性能に† しても水

機の配列が㌣嘲こ比較Lて優るとも劣らないことが判つ

た.

鼓終逓借管2E26の出力別の1帥Mc同調国路ほ従

並列同 回路の代りに第11図〔α〕に云ような

回路図上では直列同調回路に掛糾したものを使用してい

る､-2E26のH■l力容量7pF,浮遊谷量5pF,同調回路

の蓄電器の最小容量を3pF として､二れらの容量が同

調回路に 申していると考えて150Mcに並列同調を取

るとすれば､同調線輪のインダクタンスは約0･1/jH と

なり､真窒管内の引出練や同調匝l絡まで(プレ←トナタ

ンクロi路､カソ←ドー>タンク回路)の接続線のインダク

ダンスを考えると､同調線輪ほ殆ど線輪の形とLて

｢る事ほ困

硯

であり､たとえ実現できるとしても増幅回

烙とL/てのQが極めて低く､真宗管の負荷インピ←ダンノ

スが最適値よりも遥かに低い能率の悪い増幅回路とな

る｢

この困難を克服するために第11図(二α｣の回路1`式を採

Ⅲすると､第11図しいの等価回路に於て真宗管のけけ〕容

溝､浮遊容量セびり←ド線のインダ､クタンスの綜合した

十必ク〆

(~∂) (∠り

賓11図 2Ⅰミ26の陽極 向▲耗回路

Fig.11.Plate Tuning Circtlit of2E26
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ものをろとすれば､ると並列にインダ､クタンス∬JJ,キ

ャパシタンス旦▼とを直列にした合成インヒーダンス
h安到る Lて､実現し椙･る ズ上及び耳･とを適当に組

合せ葦/を調節する事に依り rるJ=Lる/lとし､而もろ∫

とろ/とが共軸な関係とすれば陽極回路の同調を取るこ

とが可閑である.ろ)は使絹Lた真峯管及び部品配置､構

造により妄二ヒ忘≡され､芽人を一一一定とすれば葦/を調整する

ことにより上記の条件に持ってくることができるわけで

あり､150Mc帯の周波数を拗i2E26増幅し叫終に甘■ごて

はこのカ法が極めて適切に成井される

この回路の直流餞電点ほ､第11図(_qい乃ようにエを流

れる高岡波 流を才人 とし､エの適当な場所にタップ0を

設けんとエコとに分けカ止示′一=一塩となる点を求め
れば､この点は接地頁と同

電点となる

ⅠⅤ｣

‥
け
■

電の となるのでこれが乾

倍 機

第12図に回路構成を､第13図に外観を示す..

｢1二)性能概数(~)ハはP型の概数を示寸..

こl二)受信周波数:148～157Mc r148～152.)

l-二)周波数安定度:第1局部発振器は恒温槽つき水

器俊邦､周囲温度-2けつC

～5n⊃Cに放て偏差n.nO5%以内

(日計)

C:)第1局部発振水晶周波数:受い周波凝十7.5

Mcの し12(1/24J

拙作 β朕仁鋤鞘=肌柑

第12図

Fig.12.

受 信

Blocl〔

鉦甘〟 ∠瀞畑J砧ノてム･1
√い
猟人い減

機 担l路 俸 成 図

l)iagrIlm()f Receiver

節13図

Fig.13.

受 信 機 叶 観

Exterior View ofIieceiver

第35巻 第9号

d〕第1｢【1間樹液数‥ 7･5Mc｢同)

eニノ第2中間周波数:d551くC(｣司~ノ

f~)受信帯域幅:6dl)低下にて 士20】くC(_同)

g:､一挺似周波数感度:-80dl-以下〔十60dt)以~卜)

il~1]撃 択 度:401くCはなれて80dl〕以_1二(80

1こCはなれて60db以上〕

1 〉

､■､

巨′)

‖､l

111)

(､2ノ)

スケルチ動作入力信■号電圧:0.5〃Ⅴ以下､5/くⅤ

まで調整可能し同~.)

度:20db雅一音抑圧入力†.う`号電拝:

n.5/JV以下rリミッタ十動イ′巨受

†トミ■人力庄0･5〃Ⅴ以下〕

†こミ芳村維占引二:入力H号電圧0･5〃Ⅴで15dl)

以上5/上l7で35dh以上(同二)

変調周波数特性= 変親周波数11くCを基 にし

て 0.3ⅠくC で10±3dl~).31(C で

[3dl-以lノ｣(同′)

巌大無蓋州~ノ｣:1.5W以上(二同_J

受=入1イン【ビーガンス:75ガ同軸ケ←ブル

を介して75Jフ室[l~俄に適する二〕

(同)

低周波山~ノ｣インピーダンス:60()β(伺_)

入力定格=

低庄 D･C･_丈ほA･C.6lr,5･5A以卜~り司)

高圧 D･C･250V,130Ⅰ¶A 以下〔同_)

回路構成

この受信■機は第12図のようi･こ､高周波増幅部､第1ノーfl

部発振部､第1混合都､第1q-1間周波増幅部､第2混合

発振部､第2小間周波増幅 振幅制限部､周波数弁別

邦､低周波増幅部､スケルチ制御部､その他の部分の11

の要 により株蚊されている､以下二巨としてP:願こ比較

して特長のある点に就いて述べる｢

r二A〕箆抽購 波数:

擬似周波数′

度(SpriousFrequencyResponse〕

度に就いての一▲般的な説明は浦(2)に述べ

たので省略するが､この受信機は次に記すような改良を

行ってP望月こ比して擬似周波数感度を約20db改葬して

いる㌧ 即ち

(二al)高周波増幅部の撰択度を上げるため､高周波増

幅段間はすべて同軸共振器が2嵐酢 されている

r_l)〕高周波増幅部及び第1.局部発振郡の完全遮徹惣

行い有害な をさけている｡

r~二c､〕入力回路をbigh C匝l略として撰択度を上げて

いる｡

〔d:)高周波増幅段の布線方法せ適切にして各段間の

有害な 合を極力さけた｡

(二e~)第2混合管の動作状態が再検討され､L珂路定数

む適正化したため､近接擬机周波灘牒度が改革された.‥



SEF-501型:及∴びSEM■一251

第 2 表

Tこ1ble2.

擬 似 周 波 数悠 匪 の 一一 明

An Example of Spurious Frequency

R仁SpOrSe

擬似田波数

136,89Mc

148.92Mc

151.5 Mc

152.O Mc

153.30Mc
173.00Mc

209.09Mc

224.09Mc

260.18Mc

281..28≠Ic

296.28～Ic

301.00ⅣIc

308.31Mc

32().34～Ic

擬似周波数の種類∃

12th"7.5Mc

13th-7.5Mc

j圧 接

近 接

13th一一丁･ソ2Mc
15th-7.5Mc

18th.-7.5Mc

lath十7.5Mc

21th+7.5Mc

24th-7.5Mc

24th+7.5Mc

26th【7.5Mc

25th十7.5Mc

26th-+-7.5Mc

擬似喝破数感度

ー85dt)

【92山)

-87dl)

-86dl)

一82dl)

▼90dt)

-92dl)

一88dl〕

一88dl)

-92d量-)

Ⅵ-86dt_)

【-91dh

【93db

-93dt)

託1.希望受信周波数151,89MC
2･20db Noise Quieting法による､

3･12th,13th,….等は第l局発原発振佃波数の

12倍､13rl･ト‥‥等を表わす｡

(f)第1局部磯振の避倍数が半減され､第り詩発振

の瞑j辰の高調波愕係より発生する擬什=.一昔波教感度が改善

された.

第2表に実測結果の-一例を示した-

(B)小間周波増幅部

この種受f上言機を小卦化するためにほ小間周波増幅段を

′J＼冊ヒするのが-▲つの大きな手段である

ので､本機でほすべてのrl~一間周波変戊都

は〃同調方式を採‖LI}三捌こ比して変成

諾:さの体積が約1/5となっている_又他ブコー

隣接通信周波数の混有■を大きく抑圧する

ため､第2混合部の低後に独特のブロッ

クフィルターを挿人し通過博明幅をP理

よりも狭くすることなく選択度を格段に

向上させている.｡第】4図iこ選択度特性の

実測値の一一例を示した.-この図にても判

るようにP型に比して40lくC醍調点に放

ける選択度が50db以上改革された

(_C二)スケルチ制御部

日動軍や船舶等の移動体に放てこの樺

装置を使用するとき､蓄電池等の 源消

費を極力減少させたいのは一一般的な要

であるが､ブレス1､-クによる通信方式

の場合待受即ち受仁_ミ■機のみ動作している

状態が他の状態に比して時間的に非常に

′うこいわけで､この状態に.距ナる電源消費

が少しでも小さいことが望まし-い.- そこ

で受イ.‡機のうち待更に必要でない部分の

型150Mc⊥FM無崩=哀話 1325
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第14図

Fig.1_4.

退 択 度 特 性 の --一 例

An fhどImPle of Selectivity Character

腺をb｣っておくことが考えられるが､太機では受†∴機

の高圧電源を30%近く消費し､しかも待受時には不必安

な低周波電力増幅皆の陽極電流を遮断して6V 源にて

3Aの消費電流の節約をしている｡実際回路でほスケル

チ制御リレ〔接点を利用し低周波 力増幅管6V6｣ユT

の腫一軒格子の電圧を接断してその目的を達している二

本無線

〔Ⅴ〕実 用 例

置は既に東北電力株式会社に抑ナる送電繰保

ご-､■けトビス用､横浜市警に於ける巡滞日動申絹､神奈川

黄15図 神奈川 県超短波 無線乍昆話通信系綻図

Fig.15. Radio Communieation Systemin Kanagawa Pref.
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腺庁業務連絡用等に納入して好成績を拳げているが､そ

の実用例として未年3月設置された神奈川県庁業務連絡

用通信設備に就いて述べる｡

日立SEF-501型50W固定局用150Mc-FM無線電

話装置4台､SEM→251型25W移動局用150Mc-FM

電話装置1台が県庁と三浦､足柄下､津久井の各地

務所及び 泉自動嘩

る運営正貢献しつつある

である.∵.

に設置され､県け行政の円滑な

その通信系 は第15図の如く

設備の概要

(二a)機器の設置箇所

｢A＼)神奈川県庁､三浦､足柄下､津久｣-ト地方事務所

しB二)本庁所属日動軍1台

(_l-:)施行期間

着工 昭和27年11月1日

竣工 昭和28年3 月20日

しC二)各局の施設

〔A二)県庁〔二固定局､基地.局〕

｢イ〕所在地:横浜市中区日本犬適1

(_ロ=)無線電話装宣誓:目立SEfし501型150Mc-

FM無線電話装昔‥‥
‥1式

(ニハ_〕宗中線:ⅤⅤ-3型三要素垂頂二指向性八木

アンテナ‥.
._1

t~ニニ)制御装置:SCF-1型司令制御㌍‥ .1

(ホ､〕西己 盤及びナ備

SBF-501埜

(下j訳■二)配

源装置:

短波予備電源装~群
･1一式

盤

電源切換装置.

500VA日動 圧調整器

400VA電動発電機

自動起動蛙置…

〔へ二J測定器.‥ 1式

｢~内訳､)75mm ブラウン管オツシログラ

フ‥.

.1

■席託式容量計…………….1

g洞 チェッカー

テストオツシレトタ←.
.1

P型 聾→空真 計圧

｢り 附属品‥
‥1式

〔′内訳二.)FMテスター.

ダミロ←ド〔80Wl軋
.1

クリーナ←

蔀圧式四塩化消化器‥
..2

通信卓‥
‥1

通信間時計‥
_1

(チニ･一子備品‥
‥1式

第16囲 ⅤⅤ-3型150Mc固定局用アンテナ

Fig.16.Type VV､3Fixed St;1tjon Antfnlrこ1

l
l
■
r
一

■l

∵､･h

(二B/)

〔イ〕

｢ロ)

第17図 VW→1型150Mc-FM

移動局用アンテナ

Fig.17.Type VW-1Mobile

Station Antenna

移動局り謹上移動后IJ

所在地:県粟f-11串､横浜市中区日本大通

1県け構内

無線電話装荷:日立SEM1251塑ほOMぐ

1FM無線電話装置
空巾練:VW-1瑠垂直無指向性ホイッ

プアンテナ‥.
.1

′乍小線柱:なし



SEF一一501型及 びSEMN251型150Mc-FM

車r･ラき軍手･~駈.ヾ‥ニミ志_._吉モニー専

科叫㌫∴∴∴三三空∴二去･･♪~~
･･~､･-ぎ

欝19図

Fig.19.

SCM-1型制御器を装備した乗用車

の運転台

Type SCM-1Mobile Controller

Installed on Automobile

第20図

Fig.20.

(.リ ノ

SEM-251型移動局用装置本体を乗用車

に装備した状況

Type SEM-251MobileStationEquip-

mentInstal1ed on Automobile

制御某苫:SCMll型制御

充電川発電機:6V,350W低 充竃発

1

電

1

池:6V,21.5AH可搬型蓄電池..1

附属品……………………‥1式

し内訳_)FMテスター

ダミーロ‥-ド‥
.1

通イ】 計∵一

チ備品……………………‥1式

諸装置 1327

第18図 VW-1型アンテナを

装備した一乗用事

Fig.18.Type VWqlAntenn

lnstalled on Automobile

箪21図 神奈川県庁津久井地方事務所無線局

の外観

Fig.21.Bird's･eye View ofTsukuiRadio

Stationin Kanagawa Prefecture

(Cノ 地力事 所(倒定局､基地局)

(~ィ1所在地

三-~三浦地方事務所 三浦郡三崎町臼之日時

置山1-20

足柄下地方事務所 小田原市幸町1-22

津久≠地方事務所 津久井郡中野町【~†ニー野上

段之打10

｢_ロノ 無根電話 置:

｣門u無線電話

日立SEF-501型150Mc

置
‥･3式

(ハノ)空中線:ⅤⅤ-3聖二要素垂直指向性八木

アンテナ‥.
……3某

しニ｣峯中線柱:ニー三角鉄塔総高30m･‥‥･3其

(ニホ〕l

(′へ〕西己

置:SCF-1型司令制御器･‥･3

盤及び予備電源装置:
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第22図

Fig.22.

二d二J

津久井地方事務所無線室の状況

Communication Room of Tsu!くui

Radio-Station

SBF-501彗!超短波予備電源装一躍
‥･3式

(内訳二)配電盤…‥
‥3

電源坑換装甘L
‥3

蓄電池充電某躍. .･3

500VA日動電圧調整欝ト ･･3

400VA電動発電機

自動起動装置…………….3

r_トJ予備電源目蓋電池:24V216AH据･繹型蓄

電池…………………………3式

-ノチ_)附属品‥ ‥.3式
什勺訳JFMテスター.

‥3

ダミロード(二80W rl=
..3

蕃圧式四塩化消化拷:ト.
‥6

クリーナー

通ぃ卓‥.

(､､リノ)予備

各種二L客

通†ト川j時計………………3

仁】

n口･･･

.‥3式

-__A_)地■ノ主計務所川3りmぺ小紙丑旧立鉄塔製作工

峯.‥
‥.3真

一′_B_.}同｣二建設工事……………………‥3

～_C_)本けりゴ1.5m 矧ゾ｢■ 柱製作_ユニ事….1基

許
三′ゝ

耐用

第 3 表

Table3.

第35巻 第9号

神奈川県内に於ける通信状態

The Quality Levelof VHF Radio

Telephone Communication

Kanagawa Prefecture

1n

本庁～小田原 ≡471くm

本庁～中 野 381(m

1.Odb

12dl)

44db

39dl)

｢二註､)通話明瞭慶〔QRK~､)は竃波法規別の分頓により

次の5階縦に分けられている｡

明 瞭 虔〔QRK)

同上建設工事.‥

通 話 状 態

判らない

時々判る

判るか雉許多し

判る

完全に判る

固定局通信室機郡設置7之び配線調整工卓∠一式

移動局機筈一掲載装昔及び配線 整工事..1式

仲条川県内通仁て実施データーほ第3表の如くである.｡.

/本けを巾心とLて各地力事務所とを無線連絡する単に
より､県の政治､紆済､教育､文化､

政事務の円滑なる

~瑚持されてし､る｡

嘗に大きな

〔ⅤⅠ~｣席

光等の諸施策行

績を二挙げるであ/)うと

言

以上日立SEF-501型､SEM-251型15OMc-FM無

線電話装置並びにその使用の一一一例に就いて概要を紹介し

た｡PM→111烈､PF-111型150Mc+FM無線

を大幅に改良したこの装躍ほ､製品として世に出てから

･未だ日浅いが､日と共に向上しつつある需用者の要望に

はえて卓越した性能､構造上の特長を追悼なく発揮して

■今後各方面に大いに活躍するであろうことを確信する｡

終りに本装置の試作並びに製品化に関して御鞭撞､御

協力下さった日立製作所十鳩山二場幹部各位及び各部分の

拍当諸氏に対して深く する次第である
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